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一

　

は

じ

め

に

　

阿

弥
陀
仏
の

仏
身
仏
土

に

関
し

て

は
、

中
国
の

南
北

朝
時
代
末
期
か

ら

隋
・

唐
代
に

か

け
て

種
々

に

議
論
さ
れ

て

き
た

。

浄

影
寺
慧
遠
や

天

台

智
顕
を
始
め

と

す
る

、

い

わ

ゆ
る

聖

道
諸
師
が

阿

弥
陀
仏
の

身
土
を

「

応
身
応
土
」

と
位
置
付
け
る

の

に

対

し
て

、

道

綽
や

善
導
と
い

っ

た

浄

土

教
家
は

、

阿
弥
陀
仏
の

身
土

を
よ

り

位
の

高
い

「

報
身
報
土
」

に

位

置

付
け
よ

う
と

し
た
こ

と

は
周
知
の

通

り
で

あ
る

。

　

本
来

、

仏
と

そ
の

拠
り
所
と

な

る

国

土

は

「

身
土

不
二
」

の

関

係
で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

「

身
」

（

行
為
の

結

果
11

正

報）

と
、

「

土
」

（
そ
の

身
が

拠
り
所
と

し
て

い

る

環
境
冂

依

報
）

は

切
り
離
せ

な
い

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

し

た

が
っ

て
、

浄

土

観
を

明
ら

か

に

す
る

た

め

に

は
、

同

時
に

仏
身
論

と

の

関
係
性
を

も
考
慮
し

な

け
れ

ば
な

ら

な
い

。

　

特
に

隋
代
は

訳
経

史
上

、

旧

訳
の

時
代
に

相
当
し

、

各
経
論
に

説
か

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1）

れ

る

仏

身
に

関
す
る

訳

語
は

異
同
が

多
く

、

同
時
に
二

身
論
か

ら

三

身

論
へ

の

過

渡
期
で

も
あ

り
、

仏
身
に

つ

い

て

様
々

な

見
解
が

生

じ

た

時

代
で

あ
る

。

て
、

平
井
俊
栄
氏
は

、

中
国
に

お

け
る

三

身
説
の

成
立

に

つ

い

中

国
に
三

身
説
が

定
着
す
る

の

は
、

隋
の

三

大
法
師
た
ち、

若
し

く
は

そ
の

直

前
の

時

代
で

あ
っ

て
、

現
存
す
る

資
料
に

依
る

限
り、

こ

れ
ら

三

者
の

説
が

中

国
仏
教

に
お

け
る

本
格
的
な
三

身
論
の

は

じ

ま
り
で

あ
る

と
い

っ

て

過
言
で

は

　　
　
　

な
い

。

と

述
べ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

時
代
の

変
化
に

伴
い

、

阿
弥
陀
仏
を

ど

の

よ

う
に

位
置

付
け
る

か

と
い

う
点
に

違
い

が

生
じ

、

そ
れ
は

訳
語
の

異
同
だ

け
で

は

な

く
、

時

代
背
景
や

教

学
上

の

立

場
に

よ
っ

て

見

解
の

相
違
が
生

じ

た

も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

　

従
来
の

研
究
で

は
、

聖

道
諸
師
と

し

て

吉

蔵
は

阿

弥
陀
仏
の

身
土

に

対
し
て

「

応

身
応

土
」

を

主

張
す
る

と

さ
れ
て

き

た
。

し

か

し

近

年
で

は
、

三

論

教
学
や

吉
蔵
研
究
の

蓄

積
に

伴
い

、

否
定
的
な

見
解
が

示
さ

れ

て
い

る
。

例
え
ば

、

袴
谷
憲
昭
氏
は

本

迹
思
想

の

上

か

ら
、

伊
東

昌

彦
氏
は

「

無
得
正

観
」

と

い

う
三

論
教
学
の

上

か

ら

検
討
し

、

従
来
の

応
身
応
土

説
に

偏
ら

な
い

見
解
を

示
し

て
い

る
。
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特
に

吉

蔵
に

お
い

て

は
、

仏

身
論
及
び

浄
土

観
は

そ

の

複
雑
さ
か
ら

別
々

に

議

論
さ

れ

て

き
た

傾

向
が

あ
り

、

そ
こ

に

未
だ

検
討
す
る

余
地

が

残
さ
れ

て
い

る
。

し

た

が
っ

て

本
稿
で

は
、

近
年
の

研
究
動
向
を
踏

ま

え
、

特
に

今
回

は

仏
身
論
を

手
掛
か

り
と

し
て

、

吉
蔵
の

浄
土

観
に

対
す
る

検
討
を

試
み

た
い

。

二

　
吉
蔵
に
お

け
る

仏
身
論

　

吉

蔵
の

仏

身
論
に

関
し
て

は
、

三

身
説
（

正

確
に

は

本
迹
二

身）

用
し

て
い

た

と

さ
れ

る

が
、

『

法
華
玄

論
』

巻
九
に

お
い

て
、

を
採

若
法
華
論
明
三

身
者

、

以

仏
性
為
法
身

、

修
行
顕
仏
性
為
報
身、

化
衆
生
義
為

化
身

。

若
摂
大
乗
論
所
明、

隠
名
如
来
蔵

、

顕
名
為
法
身

。

則
此
二

皆
名
法

　
身

。

就
応

身
中
自
開

為
二

。

化
菩
薩
名
報
身

、

化
二

乗
名
化
身

。

或
云

、

化
地

　
上

名
報
身、

化
地
前
名
化
身

。

　
　
　
　

（
『

大
正

蔵
』

三

四、

四
三

七

頁
上
）

と

あ
る

よ

う
に

、

吉
蔵
が
三

身

説
の

典
拠
と
し

て

依
用

し

た

代
表
的
な

論
書
は

、

主
に

『

法
華
論
』

と

『

摂
大
乗

論
』

で

あ
る

。

ま

た
、

慧
遠

が

典
拠
と

し

た

『

十

地

経
論
』

に

関
し

て

は
、

「

地

論
法
華
論
是

菩
提
留

支
所
出

。

摂
大
乗
是

真
諦
三

蔵
所
翻

。

此
三

部
皆
天

親
之

所
述
作

、

而

明

義
有
異
者

、

或
当
訳
人

不
体
其
意
」

と

述
べ

、

菩
提
流
支

訳
で

あ
る

『

法
華
論
』

と

同
一

趣
旨
で

あ

る
こ

と
を
明
ら

か

に

し

て
い

る
。

こ

こ

で

問
題
と

な
る

の

は
、

『

法
華
論
』

や

『

十
地
経
論
』

に

見
ら

れ

る

「

法
報

応
」

の

三

身
説
と
、

『

摂
大
乗
論
』

に

見
ら

れ

る

「

法
応
化
」

の

三

身
説

と

の

対
応
関
係
で

あ
る

。

『

法
華
玄
論
』

巻
九
に
は

、

吉
蔵
の

浄
土

観
に

関
す
る
一

考
察
（
榎
　
屋
）

今
欲
融
会
者

、

衆
経
及
論
或
二

身
或
三

身
或
四

身
。

今
総
束
為
四

句
。

一

合
本

合
迹

。

如
金

光
明

但
弁
一

本
一

迹
也

。

故
云

仏
真
法
身
猶
如
虚

空。

応
物

現
形

如
水
中
月

。

二

開
本

開
迹

。

如
五

凡
夫
論
明
有
四

仏
。

開
本
為
二

身
。

一

法
身

二

報
身

。

法
身
即
仏

性
、

報
身
謂
修
因
満
顕

出
仏
性

。

開
迹
為
二

身
。

化

菩
薩

名
舎
那

、

化
二

乗

名
釈
迦
也

。

三

開
本
合
迹

。

如
地
論
法
華
論
所
明

。

開

本
謂

二

身
。

謂
仏

性
是

法
身

、

仏
性
顕
為
報
身

。

四

開
迹

合
本

。

如
摂
大

乗

論
所

　

明
。

合
仏
性
及
仏
性

顕
皆
名
法
身

。

開
迹
為
二

、

化
菩
薩
名
舎
那、

化
二

乗
名

　

釈
迦

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（

『

大
正

蔵
』

三

四、

四
三
七

頁
中
）

と

あ
る

よ

う
に

、

吉
蔵
は

各
種
経
論
に

説
か

れ

る

仏
身
説
の

不
同
に

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3）

い

て
、

『

金

光
明

経
』

や

『

五

凡

夫
論
』

と

い

う
諸

経
論
の

二

身
・

三

身
・

四

身
説

を
取

り
上

げ
、

特
に

「

本
迹
開
合
」

の

四

句
分
別
に

よ
っ

て

融
会
す
る

立

場
を
示
し

て
い

る
。

　

す
で

に

見
た

よ

う
に

、

吉
蔵
は

三

身
説
の

典

拠
と

し

て
、

『

摂
大

乗

論
』

に

お
い

て

「

報

身
」

と

「

化
身
」

と
い

う
名
称
を

挙
げ
て
い

た

に

も

拘
わ

ら

ず
、

こ

こ

で

は

そ
れ
を
用
い

て

い

な
い

。

こ

の

こ

と

は
、

特

に

「

本
迹
」

の

範

疇
に
つ

い

て

「

迹

身
」

を
「

舎
那
」

と

「

釈

迦
」

に

開
い

て

い

る

点
よ

り
、

そ
の

具
体
的
な

応

化
の

内
容
を

重
視
し

て

以

上

の

表
現
に

変
え
た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

ま
た

、

報
身
の

理
解
に
つ

い

て

『

法
華
義
疏
』

巻
十
に

は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　

　

ヘ
　
　

ヘ

　
　

ヘ
　

　

ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ

　
　

へ

　

報
身
即
是
応
身

。

応
身
有
二

。

一

者
内
応
謂
与
法
身
相
応

。

是

故
経
云

、

諸
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ

　
　

ヘ
　

　

ヘ
　
　

ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ

　
　

へ

　

所
師
所
謂
法
也。

以

法
常
故
諸
仏
亦
常

。

二

者
外
応
謂
与
大
機
性
相
応

。

故
為

　

大
菩
薩
於
浄
土

中
成
仏

。

　
　

　
　
　
　

（

『

大
正

蔵
』

三

四
、

六
〇
三

頁
中）
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吉
蔵
の

浄
土

観
に

関
す
る
一

考
察
（

榎
　
屋
）

と

あ
る

よ

う
に

、

吉
蔵
は

「

報
身
即
是
応

身
」

と

し

て

報

身
と
応

身
を

同
一

視
し

、

更
に

「

応

身
」

に
二

種
の

別
を
開
き

、

法
身
”

真
如
と

相

応
す
る

応

身
を
「

内

応
身
」

と

し
、

菩
薩
を
教

化
す
る

応

身
を
「

外
応

身
」

と

定
義
し

て

い

る
。

　
「

報
身
」

の

定
義
に
つ

い

て

特
徴
的
な
こ

と

は
、

吉
蔵
は

「

報
身
」

よ

り
む
し

ろ

「

応
身
」

と

い

う

呼
称
に

比
重
を
置

き、

そ
の

応

身
に

つ

い

て

「

内
応
」

と

「

外
応
」

の

二

種
を

説
い

た

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

吉
蔵

の

報

身
の

概
念
は

、

各
種
経

論
の

不
同
を

統
一

し
、

報

身
の

概
念
を
著

し

く
拡
大
し

た

も
の

で

あ
る

と

言
え
よ

う
。

三

　
浄
土

観
と
の

関
連

性

　

前
節
で

は

吉
蔵
の

仏
身

論、

特
に

報
身
の

理

解
に

つ

い

て

見
て

き
た

が
、

本
節
で

は

そ

れ

を

踏
ま
え

た

上

で
、

浄
土

観
と

の

関
連
性
に

つ

い

て

検

討
を

試
み

る
。

な
お

、

本

稿
で

は

紙
数
の

都
合
上

、

主
と

し
て

浄

土

教
関

係
の

文
献
で

あ
る

『

観
経
義
疏
』

所
説
の

浄
土

観
に

焦
点
を
当

て

た
い

。

ま
ず
阿
弥
陀
仏
の

浄
土

に

関
し
て

は
、

若
就
通

門
為
論

、

無
非
酬
因

、

可
云

報
土

。

別

門
不
然

。

何
者
以

法
蔵
菩
薩
有

本
迹
二

門
。

就

迹
為
論

、

在
凡
夫
地
以

願
造
土

、

可
云

報
土

。

…

若
論
本
門、

　
此

菩
薩
位
居
隣

極
、

無
更
造
業

。

唯
是
応

現
依
正

両
報

。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
『

大
正

蔵
』

三

七
、

二

三

五

頁
上
）

と
、

通
門
で

は

酬

因
の

報
土

で

あ
る

と

言
え
る

が
、

別

門
で

は

法
蔵
菩

薩
に

は

「

本
迹
二

門
」

が

あ

る

と

す
る

。

そ

し

て

迹
門

で

は
、

凡
夫
地

の

発
願
に

よ
っ

て

建
立

さ

れ

た

報
土

で

あ
る

が
、

本
門

で

は
、

法
蔵
菩

薩
は

隣
極
（
等
覚）

の

菩
薩
で

あ

り
、

更
に

業
を

造
る
こ

と

は

な

く
、

依

正
両
報
は

応
現
さ

れ

た

も
の

で

し

か

な
い

と

す
る

。

す
な
わ

ち、

法
蔵

　
（

4）

説
話
の

描
写
か
ら

読
み

取
れ

る

内

容
に

つ

い

て
、

吉
蔵
は

凡
夫
地
と

言

い

報
土

で

あ
る

と

す
る

が
、

本
門

で

は
、

十

劫
の

昔
よ

り
浄
土

が

存
在

し

続

け
て

い

る
の

で

は

な

く
、

今
時
の

衆
生
に

応
じ

て

依
正

両
報
が
現

ぜ

ら

れ

る

と

い

う
理

解
を

示
し

て

い

る
。

ま

た
、

法
蔵

菩
薩
に

「

本
迹

二

門
」

が

あ
る

と

す
る

根
拠
と

し

て
は
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
ヘ
　　
ヘ

　

　
ヘ

　　
ヘ
　

　

ヘ
　　
ヘ

　

　

ヘ
　

ヘ
　　
へ

　

問
、

双
巻
則
云
応
云

報
土

耶
。

答、

此

是
応

中
開
応
報

両
土

。

非
是
異
応

別
有

　

報
土

。

何
者
一

往
弁
土

体
謂
之

為
報

、

於
此

報
土

示

種
種
七
宝

為
応
土
也

。

非

　
是
酬
因
之
報
故
為
報
土
也

。

若
就

所
化
修
因
往
生

義
為
論

、

可
為
報
土

。

然
所

　
化
由
因
往
生

応
土

中
也

。

　
　
　
　
　
　

（
『

大
正
蔵
』

三

七、

二

三

五

頁
中
）

と
、

『

大
経
』

に

そ
の

根
拠
を
求
め

て
い

る
。

吉
蔵
は
（

本
門
で

指
摘
し
た
）

応

土

に

つ

い

て
、

（
『

大
経
』

は
）

応
報
両
土

に

開
き

、

応

土

の

外
に

報
土

が

あ
る

の

で

は

な
い

と
し

、

ま
た
（
迹
門
で

指
摘
し
た
よ

う
に）

報
土
と

も

言
え

る

が
、

そ
れ

は

酬
因
の

報
と

し

て

の

報
土
で

は
な

く
、

衆
生
の

修

因
往
生

の

意
味
と

し

て
の

報
土
で

あ
り

、

そ
の

場
合
で

も
結
局
は
（

本
門

で

指
摘
し
た
）

応
土

に

往
生

す
る

と

し

て
い

る
。

　
一

見
す
る

と
、

吉
蔵
は

応

土

説
を

主

張
し
て

い

る

か
の

よ

う
で

あ
る

が
、

如

来
と

衆
生
の

立

場
に

お
い

て

考

察
す
れ

ば
、

自
ず
か

ら

応

土

と

報
土

の

両
面
の

見
解
が
生

じ

得
る

。

す
な

わ

ち
、

衆
生

往
生
の

立

場
か

ら

す
る

と

「

報
土
」

で

あ
る

が
、

如
来
応

現
の

立

場
か

ら
す
る

と
、

衆
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生
は
ど

こ

ま
で

も
「

応
土
」

に

往
生

す
る

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

　

こ

こ

で

前
述
の

仏
身
論
と

の

関
連

性
を

考
え
て

み
る

と
、

阿

弥
陀
仏

の

浄
土
に
つ

い

て
、

本
迹
二

門
の

立

場
よ

り
「

応
土
（
本
門
）
」

と

「

報

土
（

迹
門）
」

に

分
け
る

点
と

、

そ

の

仏

身
論
に

お
い

て
、

応

身
を
「

内

応
（

報
身）
」

と

「

外
応
（
応
身）
」

に

分

け
る

点
が

非
常
に

類
似
し

て

い

る

こ

と

が

知
ら
れ

る
。

　
　

四
　

お
わ

り
に

　

本

稿
で

は
、

吉
蔵
の

基
本

姿
勢
（

本
迹
思
想
や

無
得
正

観
）

を
念

頭
に

置
き

、

仏

身
論
を

手
掛
か

り
と

し

て
、

吉
蔵
の

浄
土

観
に
つ

い

て

検
討

し

て

き
た

。

従
来

、

吉
蔵
の

真
意
は

「

応

身
応
土
」

に

あ
る

と

の

見
解

が

大

勢
で

あ
っ

た

こ

と

は
、

道
綽
の

『

安
楽

集
』

巻
上

に

「

然
古
旧
相

伝
、

皆
云

阿

弥
陀
仏
是

化
身

、

土
亦

是
化
土

。

此
為
大
失
也
」

（

『

大
正

蔵
』

四

七
、

五

頁
下
）

と
あ
る

よ

う
に

、

吉
蔵
も
「

古
旧
」

の

説
（
化
身

化
土
説∀

に

含
め

て

考
え
ら

れ

る

傾

向
に

あ
っ

た

こ

と

が

原
因
の
一

つ

と

し
て

考
え
ら

れ

る
。

　

し

か

し
、

本
稿
に

お
い

て

仏
身
論
と

浄
土

観
の

関
連
性
を

検
討
し
た

結

果
、

仏

身
論
に

お
い

て
、

応

身
に

「

内

応
（

報
身
）

」

と

「

外
応
（
応

身
）

」

の

二

義
を

示
し

た
こ

と

は
、

阿
弥
陀
仏
の

浄
土
に

つ

い

て
、

応
土

（

本
門）

の

中
に

応
土
と

「

報
土
（

迹
門
）

」

を

開
く
構
造
と

類
似
し

て
い

る
こ

と

が

明
ら
か

に

な
っ

た
。

す
な

わ

ち
、

阿

弥
陀
仏
の

浄
土

を
本

迹

二

門
の

立

場
よ

り
解
釈
し

、

本
迹
の

「

相
即
」

関
係
を

示
す
吉
蔵
独

自

　
　

　

吉
蔵
の

浄
土
観
に

関
す
る
一

考
察
（

榎

　
屋）

　
　
　
　
（
5

）

の

思

想
構
造
は

、

仏
身
論
に

お

い

て

「

報

身
即
是
応
身
」

と

規
定
し

、

そ
の

応

身
に

「

内
応
」

と

「

外
応
」

の

二

義
を

説
い

た

点
に

お
い

て

明

確
に

表
れ
て

い

る

と

言
え

よ

う
。

　
1
　
田

村
芳
朗
「

法
と

仏
の

問

題

−
仏
身
論
を

中
心
と

し
て

ー
」

（

『
仏

教

　
　
に

お

け
る

法
の

研
究
』

春
秋
社、

一

九

七
五

年
）

三

九
一

−
三

九
二

頁
参
照

。

　
2
　
平

井
俊
栄
「

吉
蔵
の

仏
身
論

−
三

身
説
を

中
心

に

ー
」

（
『

仏
教

学
』

　
　
⊥
ハ

号、

一

九
七
八

年）

四

頁
。

　
3
　
逸
書

。

隋
の

法
経
等
撰
『

衆
経
目

録
』

巻
五

に

「

五

凡
夫
論
一

巻
、

右
一

　
　
論
是
人
造
偽
妄
」

（

『
大
正

蔵
』

五

五
、

一

四
二

頁
上
）

と

あ
る
こ

と

か
ら

、

　
　
中
国
に

お

け
る

偽
撰
で

あ
っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。

　
4
　
藤
田

宏
達
『

原
始
浄
土

思
想
の

研
究
』

（

岩

波
書

店
、

　一

九
七

〇

年
）

　
　
三

三

六
ー
三
五
三

頁
参
照

。

　
5
　
伊
東
昌
彦
「

吉
蔵
の

弥
陀

身
土
論
」

（
『

南
都
仏

教
』

八

八

号
、

二

〇
〇
六

　
　
年
）

五

七

−
五
九

頁
参
照

。

　
〈

参
考
文
献
〉

　

神
子
上

恵
龍
『

弥
陀
身
土

思
想
の

展
開
』

（
永
田

文
昌
堂

、

　

九

六
八

年）

　

伊
東
昌
彦
『

吉
蔵
の

浄
土

教
思

想
の

研
究

−
無
得
正

観
と
浄
土

教

1
』

　
　
（

春
秋
社

、

二

〇
一
一

年）

　

丸
山

孝
雄
「

吉
蔵
の

法
華
遊
意

に
お

け
る

仏
身
観
」

（
『

印
度
学
仏
教

学
研

究
』

　
　
第
二

六
巻
第
二

号
、

】

九

七
八

年、

五
八

七

−
五

九
四

頁）

　

袴
谷
憲

昭
「

吉
蔵
「

観
無
量
寿
経
疏
』

と

浄
土

思
想
」

（
『一
二

輪
教

学
と

仏
教

諸

　
　
思
想
』

春
秋
社

、

二

〇
〇

〇

年
、

一

七
一

−
一

九
一

頁
）

　
〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
吉
蔵、

『

法
華
玄
論
」

、

身
土

不
二

、

本
迹
開
合

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

（

龍
谷
大
学
大
学
院
）
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